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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　未だ開始していない可変表示に関する情報を保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶手段に記憶されている保留記憶に対応して保留表示を表示するとともに、
前記有利状態に制御される可能性に応じて段階的に保留表示の表示態様を変化可能な保留
制御手段と、を備え、
　前記保留制御手段は、
　保留表示のパターンとして、第１状態では第１表示パターンにて保留表示を表示し、前
記第１状態とは異なる第２状態では前記第１表示パターンとは異なる第２表示パターンに
て保留表示を表示するとともに、前記第１表示パターンと前記第２表示パターンとで同一
段階の保留表示を表示する場合には共通の報知音を出力可能であり、
　報知音の出力を伴う保留表示を同一期間に複数表示可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（１）上記目的を達成するため、本発明に係る遊技機は、
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　未だ開始していない可変表示に関する情報を保留記憶として記憶する保留記憶手段（例
えば特図保留記憶部など）と、
　前記保留記憶手段に記憶されている保留記憶に対応して保留表示を表示するとともに、
前記有利状態に制御される可能性に応じて段階的に保留表示の表示態様を変化可能な保留
制御手段（例えばステップＳ５１３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
を備え、
　前記保留制御手段は、
　保留表示のパターンとして、第１状態（背景の種類が「背景Ａ」であるなど）では第１
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表示パターンにて保留表示を表示し、前記第１状態とは異なる第２状態（背景の種類が「
背景Ｂ」など）では前記第１表示パターンとは異なる第２表示パターンにて保留表示を表
示するとともに、前記第１表示パターンと前記第２表示パターンとで同一段階の保留表示
を表示する場合には共通の報知音を出力可能であり（例えば図２０に示す表示態様および
出力音にしたがって表示および出力する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　報知音の出力を伴う保留表示を同一期間に複数表示可能である、
　ことを特徴とする。
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